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第２章 地域・自然と共に

第１節 地域で学び、地域で育つ

核家族化・都市化・情報化や個人の価値観の多様化などにより、家族のつながりや地域
社会における人間のつながりが薄れ、子育てに対する社会全体の連帯意識の低下が地域
社会の教育力低下に結びついているとの指摘がなされています。
このため、地域における各種団体の活動に対する支援や地域における教育活動のため

の人材育成を通じ、地域における教育力の向上に努めるとともに、県民の教育に対する理
解を深め、家庭・学校・地域社会が一体となって総合的な地域教育力の活性化に努めま
す。また、子どもは地域で学び地域で育つという重要な側面を持っていることを踏まえ、学
校で身に付けた知識等を社会に還元するシステムについて検討を進めます。

(1) 地域で学び、 ① 学校におけるボランティア活動の充実
地域で育つ ② 学習の成果を生かした社会参加の促進

③ 地域社会における学校教育との連携・協力
④ 活力ある地域づくり

項 目 具体的施策の方向

① 学校におけるボラン Ì 児童生徒のボランティア活動に対する意識啓発
ティア活動の充実 地域社会との連携の下、学校教育全体においてボラン

ティア活動体験の場を積極的に活用し、ボランティア活
動に対する児童生徒の意識啓発を推進します。

Ì 地域社会と連携したボランティア活動体験の推進
地域の教育力を生かしながら学校教育やボランティア

教育の充実を図るとともに、学校と地域社会が連携した
各種ボランティア活動体験を推進します。

Ì 人材バンク等による地域人材の活用推進
人材バンク等に登録された多様な技能・能力を有する

地域人材の有効活用を通して、学校におけるボランティ
ア活動の推進を図ります。

② 学習の成果を生か Ì 生涯学習ボランティア活動の推進
した社会参加の促進 県民の生涯学習を支援・促進するボランティア活動の

指導者やコーディネーター、アドバイザー等の養成・確
保を図るとともに、学校や社会教育施設等の活動の場の
開発に努めます。

Ì 社会参加活動の推進
生涯学習活動を通じて身につけた知識や技術を広くボ

ランティア活動や地域社会の発展に生かすことができる
システムの構築など、学習成果の活用の充実に努めます。

③ 地域社会における Ì 異世代・異年齢間の交流機会の充実
学校教育との連携・協 異世代・異年齢間交流を通して、地域の活性化や青少
力 年の健全育成に寄与できる学習機会の提供に努めます。

Ì 地域の多様な教育力の活用
地域の人材情報の収集・提供を促進し、地域の人材が

幅広く活躍できる環境の整備に努めるとともに、人的ネ
ットワークを構築し、地域の教育機能の向上を図ります。
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Ì 地域の教材・学習環境の積極的利用
学校が地域の社会教育施設や文化・スポーツ施設等を

効果的に利用することができるよう、各施設と学校との
連携・協力を図り、活用しやすいプログラムや教材の開
発に努めます。

Ì 教育に対する理解の啓発
「ふくしま教育の日」及び「ふくしま教育週間」の普

及啓発等により、県民の教育に対する理解を深め、家庭、
地域及び学校が一体となって教育に取り組む環境づくり
に努めます。

Ì 地域住民の学校運営への参画促進
地域に根ざした特色ある開かれた学校運営を推進し、

学校、家庭、地域社会の連携・協力を強化するため学校
評議員制度の充実に努めます。

Ì 文化財センター白河館を活用した体験学習の推進
体験活動室や体験広場で、古代のくらしや技術を学ぶ

体験学習を常時行うことができる県文化財センター白河
館（愛称「まほろん」）において、文化財を活用した体
験学習を推進します。

Ì 博物館等と学校教育の連携推進
博物館等が持つ学習資源の有効活用を促進するため、

博物館等と学校、関係機関等が連携・協力し、体験的学
習の機会を提供できるよう条件整備に努めます。

Ì ふくしま海洋科学館(アクアマリンふくしま)における体験活
動の推進
参加体験型の展示を充実し、幼児期から小さないのちに触れ

ることにより、自然の大切さといのちの尊さを実感させる活動
を推進します。

Ì 地域で学び地域へ奉仕するシステムの在り方の検討
子どもたちが学校や地域社会で身に付けた知識等を地

域へ還元するシステムの在り方について、地域における
奉仕活動の在り方を含めて検討します。

④ 活力ある地域づくり Ì 社会教育団体の連携と活性化
社会教育団体が行う事業活動の自主性を尊重しつつ、

各団体との連携を図り、課題解決的な学習や地域活動へ
の参加を促し、心豊かで活力ある地域づくりを支援しま
す。

Ì 社会教育団体指導者の養成と活用
関係機関・団体との連携を図り、指導者の組織的な活

動への支援を通して、民間・各種団体指導者の広域的、
効果的な活用を促進します。
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◆県内公民館における学級・講座の実施状況等 (平成１５年度 ）
（社会教育グループ）
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